
Ｑ
香
美
市
特
別
職
の
職

員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
国
会
議
員
の
選
挙

等
の
法
律
改
正
に
よ
る
も

の
と
の
こ
と
だ
が
、
額
は

全
国
一
律
な
の
か
。

Ａ
投
票
所
事
務
従
事
者

と
期
日
前
投
票
事
務
従
事

者
に
つ
い
て
は
、
国
会
議

員
の
選
挙
等
に
お
け
る
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る

法
律
に
は
な
い
。
そ
れ
以

外
は
、
額
の
基
準
が
あ
り
、

基
準
額
に
つ
い
て
は
、
公

務
員
給
与
の
改
定
・
物
価

の
変
動
の
実
情
を
考
慮
し
、

国
が
定
め
た
額
で
あ
り
、

精
密
に
調
査
し
た
額
で
あ

る
。

Ｑ
香
美
市
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

提
案
理
由
に
手
数
料
を
明

確
に
す
る
た
め
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

Ａ
本
年
五
月
現
在
で
外

国
人
の
方
が
二
百
四
十
四

名
と
な
り
、
最
近
に
な
っ

て
金
融
機
関
等
が
外
国
人

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書
を
求
め
て
く
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
そ
の
手
数

料
の
申
請
に
来
る
外
国
人

の
方
が
増
え
て
き
た
た
め

外
国
人
の
方
に
関
す
る
手

数
料
を
明
確
に
す
べ
き
と

考
え
て
の
改
正
で
あ
る
。

Ｑ
香
美
市
行
政
財
産
使

用
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
短
期
間
使
用
の
場

合
、
一
週
間
以
内
と
か
一

カ
月
以
内
と
い
う
期
間
の

設
定
は
な
い
の
か
。

Ａ
期
間
は
、
特
に
細
か

く
設
定
し
て
い
な
い
。
災

害
等
の
事
態
は
、
程
度
に

よ
っ
て
違
っ
て
く
る
の
で

必
要
に
応
じ
て
認
め
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
過
疎

地
域
に
お
い
て
設
備
の
新

設
等
が
行
わ
れ
た
場
合
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容

は
。

Ａ
過
疎
地
域
に
お
い
て
、

建
物
・
償
却
資
産
等
を
新

増
設
し
た
場
合
に
、
一
定

要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
課

税
免
除
す
る
。
一
定
要
件

と
は
、
建
物
・
償
却
資
産

等
の
取
得
金
額
が
二
千
七

百
万
円
を
超
え
る
も
の
が

対
象
と
な
る
。

Ｑ
十
八
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
医

療
諸
費
が
大
き
く
減
額
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

Ａ
当
初
、
多
め
に
予
算

化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
の

減
額
で
あ
る
。
老
人
医
療

の
人
数
が
減
っ
て
お
り
、

全
体
の
人
数
が
減
っ
た
こ

と
か
ら
医
療
費
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
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Ｑ
十
八
年
度
公
共
下
水

道
特
別
会
計
の
中
の
浦
戸

湾
東
部
流
域
下
水
道
維
持

管
理
負
担
金
が
減
額
に
な

っ
て
い
る
が
、
理
由
を
問

う
。

Ａ
高
知
市
高
須
で
行
っ

て
い
る
浄
化
処
理
の
負
担

金
で
あ
り
、
前
年
度
の
処

理
量
か
ら
換
算
し
て
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

し
か
し
、
年
間
の
総
処
理

量
を
高
知
市
、
南
国
市
、

香
美
市
で
分
担
す
る
こ
と

か
ら
、
精
算
金
が
、
前
年

度
と
は
変
わ
っ
て
く
る
。

そ
の
結
果
の
減
額
で
あ
る
。

Ｑ
十
九
年
度
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
起
債
の
組

み
替
え
理
由
を
問
う
。

Ａ
十
八
年
度
か
ら
起
債

の
借
入
方
法
が
、
許
可
制

か
ら
協
議
制
に
変
更
さ
れ

た
。
過
疎
債
は
、
こ
れ
ま

で
九
五
％
の
充
当
率
で
あ

り
、
下
水
道
債
は
一
〇

〇
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

過
疎
債
に
五
％
上
乗
せ
し
、

下
水
道
債
と
同
率
の
一
〇

〇
％
に
し
て
、
組
み
替
え

た
。

Ｑ
医
療
を
受
け
た
人
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
負
担
増
に
よ
る
影
響

で
医
者
離
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
国
保
会
計
に
つ
い
て

は
減
少
し
て
い
な
い
の
で
、

医
者
離
れ
と
は
言
え
な
い

と
思
う
。
診
療
報
酬
が
下

が
っ
た
が
、
そ
の
影
響
も

な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
国
保
税
の
滞
納
に
よ

る
資
格
者
証
お
よ
び
短
期

被
保
険
者
証
の
数
は
。

Ａ
十
八
年
度
当
初
に
つ

い
て
は
、
資
格
者
証
五
百

七
十
八
件
、
短
期
者
証
五

百
三
十
六
件
で
あ
り
、
十

九
年
度
は
資
格
者
証
四
百

九
十
四
件
、
短
期
者
証
六

百
六
十
五
件
で
あ
る
。

Ｑ
財
政
安
定
化
支
援
事

業
繰
入
金
に
つ
い
て
、
住

民
負
担
が
増
え
る
中
、
繰

入
金
は
全
額
を
国
保
会
計

に
入
れ
、
住
民
負
担
を
減

ら
す
考
え
は
な
い
か
。

変
で
あ
る
と
の
話
を
聞

く
。
資
産
割
を
低
く
す
る

考
え
は
な
い
か
。

Ａ
資
産
割
だ
け
で
保
険

料
の
上
限
枠
を
超
え
る
場

合
も
あ
る
。
資
産
割
を
設

定
し
て
い
な
い
自
治
体
も

あ
る
が
、
本
市
と
し
て
は
、

資
産
が
あ
る
か
ら
財
力
が

あ
る
と
の
考
え
方
で
資
産

割
を
設
定
し
て
お
り
、
資

産
割
を
除
く
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

Ｑ
資
産
割
を
下
げ
て
所

得
割
を
上
げ
る
と
い
う
発

想
で
は
な
く
、
財
政
安
定

Ａ
基
本
的
に
は
算
入
額

を
繰
り
入
れ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
旧
物

部
・
香
北
は
基
準
額
お
よ

び
算
入
額
を
繰
り
入
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に

土
佐
山
田
町
の
合
併
前
に

繰
り
入
れ
て
い
た
額
を
プ

ラ
ス
し
て
繰
り
入
れ
て
も

ら
い
た
い
。
例
え
ば
、
一

千
四
百
万
円
繰
り
入
れ
る

と
、
被
保
険
者
一
人
当
た

り
千
円
の
減
額
と
な
る
。

Ｑ
保
険
料
の
算
定
に
つ

い
て
、
資
産
は
あ
る
が
所

得
の
な
い
高
齢
者
の
方
か

ら
、
国
保
料
の
負
担
が
大
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化
事
業
繰
入
金
な
ど
、
繰

り
入
れ
る
べ
き
も
の
は
繰

り
入
れ
て
、
ト
ー
タ
ル
で

保
険
料
を
下
げ
る
考
え
は

な
い
か
。

Ａ
医
療
費
に
対
し
て
相

当
の
負
担
は
、
ど
う
し
て

も
必
要
で
あ
る
。

高知市高須下水道公社

白寿荘（香北町）


